





















に弦楽 4重奏曲の場合も，ベートーヴェンの作品が頭にあり，第 1番 (1873)の完成までに20
曲の試作をしたといわれている。その他，長い年月を経て完成に至った作品は，ドイツ鎮魂曲


















第 1番がやっとここで完成し，他 3曲の交響曲が続いて誕生した (1878)(1883) (1885)。
協奏曲の面でも全 4曲のうち，ウァィオリン協奏曲 (1878)，第 2ピアノ協奏曲 (1881)，ヴ
ァィオリンとチェロのための協奏曲 (1887)の 3曲が作曲された。室内楽でもブラームスはこ










































に「 8つの小曲」以外に「田園交響曲」とも呼ばれている第 2交響曲 (1877)，唯一のヴァイ













第1曲狂想曲 f is moll 3部形式 「不安な動きで」の指示がある。
A (11小節 f is mo 1 -Ci :1 dur -fi s mo 11) 推移句 2小節 fi s moll 
B (38小節 fis moll -gis moll-cis moll -Cis dur-fis moll) 
A (12小節 f is moll) 
コーダ (8+ 12小節 fis moll -Fis dur) 
不安な趣きのアルペジオで導き出される Aで曲は始まる。その中の導音進行， cis-d, cis 
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-his及び，低音部の3度順次下降が要素となって曲全体を支配している。全体は基調に添って
できているが，細部には短調から長調へのめまぐるしい転調が見られる（第35小節ー第42小節）。














第2曲狂想曲 h moll 複合 3部形式
A a (12+12小節 h moll) 
b (8 + 8小節 D dur) 
推移句 (5小節 F dur -Fis dur) 
a (12小節 h moll) 
B (21小節 C dur -d moll -g moll -C dur -d moll -B dur -H dur -
cis moll -Fis dur -H dur) 
Ab及び推移句 (16小節 H dur) 
a (12小節 h moll) 
推移句 (13小節 h moll) 




が過ぎぬよう sempre do 1 ce の表現を守り，柔かく仕上げる。再現Aaでは内声に旋律があ
る。 99,100小節の高音部は版により違いがあるが原典版に従う（譜例 2)。最後は口長調で
終止している。









第 4曲 間奏曲 B
 
dur 3部形式
A a (12小節 B dur) 
b ( 8小節 g moll) 
(12小節 Ces dur) 
A'a'(12小節 B dur) 
b (11小節 B dur) 
中声部に持続音 (e)を保ち，不安な雰囲気を出している。それはさらに bでテンポの揺れ
の string.sostenutoを伴って強調される。 Bは簡単な展開部であり， Aの動機（譜例 3)の
反進行である譜例 4で始まる。 Bの後半には中声部に bの部分動機が現われる。 Aの最後の小
節は，すでに次の Bの部の Ces dur に転調をしている。 A1もそれと同じ形を取り， esmoll 
で2小節間終止の余韻を響かせ， 53小節の最後の音で B dur の Iの和音に解決する。
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c 1 s moll) 
E dur -H dur -Fis 
(16 + 8 + 8小節
(18小節 E dur -H dur -Fis 
dur -C1 s dur -cis moll) 
cis moll -gis moll -H dur) 
dur -Cis dur -cis moll) 
(24小節 cis moll) 
コーダ (7小節 cis moll) 
曲は〖であるが，上声部は］で書かれ，低音部は［にアクセントづけた 2 拍子形を取ってい
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る。この複雑なリズムはブラームス的である。 A1は 3つに分かれ，第 2の部分 (8小節）は主
要旋律（譜例 5)の部分動機が使われており，第 3の部分 (8小節）は全く雰囲気が変って
do leeとなるが，前述の部分動機の度奏である。すなわち， h-ais -gis -fis -e -dls 
及びa-gis -fis -e - dis -cisが内在している。さらに A” は主要旋律の変奏である。








第6曲 間奏曲 A dur 複合 3部形式 「やわらかい動きで」の指示がある。
A a (8小節 A dur) 
b (8小節 Ci s dur) 
a I (8小節 A dur) 
B c (9 + 9小節 fis moll -cis moll -fis moll -cis moll) 
c' （16小節 h moll -D dur -fis moll -Fis dur -fis moll) 
A a (8小節 A dur) 
b (8小節 C is dur) 
a' (8小節 A dur) 










かな抒情味豊かな旋律（譜例 6)で作られている。 c'の 7小節目には譜例 6の部分動機であ




く響く。再現 Aは全く同じ形をとっている。コーダは cの要素を使っており，最後は A dur 
のVの11の和音から柔かく解決している。
第7曲間奏曲 a moll 
A (8小節 a moll) 
B (8小節 a mo 1 -C dur) 
C (8小節 D dur -C dur -D dur -C dur -e moll) 
B (10小節 a moll) 
推移句 4小節
A (8小節 a moll) 
この曲はシューマンを思わせる旋律である。曲は e-dis -eが要素となっている。 Aは管
弦楽的響きがあり， Bはピアノ独自の音色がある。 Aは淡々と奏され，後の Aは更にゆっくり
としたテンボで回想される。 Bの部ば心の動きがうかがえる。
第8曲 狂想曲 C dur 「優美で生き生きと」の指示がある。
A (14小節 C dur -F dur -G dur -C dur -F dur -e moll -F dur -e moll) 
B (15小節 F dur -As dur -as mo 11) 
C (31小節 H dur -a moll -F dur -C dur -F dur -G dur -C dur -F dur 
-G dur -As dur -C dur -F dur -f mo 11) 
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